
社会医療

◆ 1． 2022 年度研究成果の報告
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【 Abstract】
本分科会は患者さ んの医療倫理や医事法学（ 医療法、 柔道整復師法、 介護保険法等）を学ぶための分科

会です。 日本や世界の医療倫理の動向、 日本の医事法学の改正の情報を収集し 、 毎年の社会医療分科会

で解り 易く 報告し てき まし た。 2022 年度 学術大会ではコ ロナ渦で 2025 年問題である 医療・ 介護福祉を

めぐる大き な課題の中で本人同意なし に第三者に提供でき ない「 要配慮個人情報」の取り 扱いについて柔

整師がかかわる 扱いについて発表でし た。 学術発表の際に患者さ んが特定でき ないよ う に細心の注意を

求めら れており ます。 新型コ ロ ナウ イ ルス感染症の流行が法医解剖の現場に深刻な影響を与えまし た。

コ ロ ナ流行中と 流行前の比較を行い、 コ ロ ナ流行中は死後経過時間の長い事例の増加と 共に、 死因不詳

の割合が顕著に増加と 、 こ の傾向は孤独死の事例も 同様と の発表でし た。 2023 年 2 月 分科会（ 単独）研究

会 1）新型コロナウイ ルスが 5 類以降による社会に与える影響について情報交換をしまし た。 2）社会福祉

士 板垣みか氏は透析病院の医療・ 多職種連携の課題について知見から 発表さ れました。

◆ 2． 医療が知るべき LGBT 等の認識

九州保健福祉大学生命医科学部教授　 前田　 和彦

【 key words】LGBTQ、 CD-11、 性別不合、 ト ラ ンスジェンダー、 患者のスト レス

【 Abstract】
【 目的】「 国際疾病分類」改定版（ ICD-11）が了承さ れ、性同一性障害が「 精神障害」の分類から 除外さ れ、「 性

の健康に関連する状態」と いう 分類の中の「 Gender Incongr uence（ 性別不合）」に変更さ れ、 2022 年から 施

行さ れたこ と から 、 臨床の場での認識の変更を理解する こ と 。【 本論】日本における 性障害者の性別の取

扱いの特例に関する法律」によ る性同一性障害（ GID： Gender Identity Disorder）と は、 従来の認識では生

物学的な性と 性の自己意識が一致しない状態のこ と をいい、 WHO が定めた国際疾病分類であるにも 掲載

さ れている医学的疾患であると さ れてきた。 し かし 2019 年の世界保健機関（ WHO）の 5 月 25 日の総会で

「 国際疾病分類」改定版（ ICD-11）が了承さ れ、 性同一性障害が「 精神障害」の分類から 除外さ れ、「 性の健康

に関連する状態」と いう 分類の中の「 Gender Incongr uence（ 性別不合）」に変更さ れ、 2022 年から 施行さ れ

た。 本法も 見直し 変更を視野に入れた形で国際的認識を理解するべき時期に来たと 言える 。 そし て  臨床

現場での患者のス ト レスと し て、 名前と 外見のギャ ッ プ、 何度も 確認さ れる 等、 様々なこ と が指摘さ れ

ている 。【 結論】2023 年 6 月 23 日には「 性的指向及びジェンダーアイ デンティ ティ の多様性に関する国民

の理解の増進に関する法律（ LGBT 理解増進法）」が施行さ れた。 こ の法律は、 性的指向及びジェンダーア

イ デンティ ティ の多様性を受け入れる 精神を涵養し 、 も って性的指向及びジェンダーアイ デンティ ティ

の多様性に寛容な社会の実現に資する こ と を目的と し ている 。 どのよ う な臨床の現場においても 生命倫

理や法も 人権への配慮が中核であり 、 柔道整復師の施術にも 同様の認識と 理解が必要と 思われる。
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◆②超音波画像診断装置を使用した定量的評価を行う 研究手法

帝京平成大学　 ヒ ューマンケア学部　 柔道整復学科　 川村　 　 茂

【 key words】画像解析ソ フト 、 半月板損傷、 羽状角

【 Abstract】
超音波画像診断装置（ 以下、 US 装置）は、 簡便、 非侵襲、 リ アルタイムに観察できるなどの特徴を有し 、

柔道整復領域における客観的画像観察法と して普及し つつある 。 さ ら に US 装置を使用した研究発表も 多

く みら れるよ う になってきている。 US 装置を取り 入れた研究の注意点と し ては、 画像の再現性が困難で

ある と いう 点があげら れる。 と く に異方性による 画像輝度の変化については、 考慮する 必要がある 。 わ

れわれは、 過去に超音波画像をし よ う し て定量的に評価する 研究を行ってきたが、 上記の問題点を十分

に考慮し た上で研究手法をデザイ ンし てき た。 その研究手法について、 いく つか紹介する。 1． ヒ ト 筋・

軟部組織損傷治癒過程の定量評価 筋損傷治癒過程を US 装置で経時的にスキャニングし た。 さ ら に、 保

存さ れた画像の経時的変化を画像解析ソ フト によ り 解析する こ と で、 筋損傷治癒経過を数値定量的に評

価するこ と を試みた。 画像解析ソ フト 上での評価方法には、 画像の複雑さ を数値的に表現でき る フラ ク

タル次元解析を使用した。 2． 膝半月板損傷における検出方法の検討 一般的に行われている半月板損傷の

徒手検査法は、 感度が低く 、 微細な損傷を検出不可能な場合も 多い。 半月板損傷の詳細な画像診断には、

MRI が用いら れているが、 簡便な検査方法ではない。 そこ でわれわれは、 US 装置を使用して、 損傷しや

すいと さ れる内側半月板の中節から 後節にかけての微細な損傷を含む各病態を、 簡便かつ高率に検出で

きる方法について検討するこ と と し た。 3． ス ト レッ チング様式の違いが筋の状態および運動機能におよ

ぼす影響 スト レッ チングには筋を弛緩さ せ関節可動域（ ROM）を拡大する効果を有するこ と が知ら れてい

る。 し かし ながら 、 その反面、 筋力発揮などを低下さ せる こ と が報告さ れている 。 そこ でわれわれは、

下腿三頭筋に静的ス ト レッ チングおよ び動的スト レッ チング行わせた際、 筋の性状にどのよ う な変化が

生じ ている のかを観察し 、 さ ら に、 その変化の生じ たモデルにおいて、 筋・ 運動機能にどのよ う な差異

が生じ るのかを検証し た。 筋の性状変化を定量的に表現する方法と して、 US 装置によって観察さ れた下

腿三頭筋（ 羽状筋）の羽状角の変化を用いるこ と と した。

◆③エコー画像を利用した筋力増強訓練の指標研究の可能性

帝京大学　 医療技術学部　 柔道整復学科　 櫻井　 庄二

【 key words】筋力増強訓練、 筋厚、 筋断面積、 羽状角

【 Abstract】
エコ ー画像を用いた研究では、 症例によ るレント ゲンと エコー画像と の比較検討や外傷の経過観察に

おける エコ ー画像変化などの症例研究が多く みら れる 。 その他の研究では、 エコーの計測機能を用いた

様々なデータ 解析によ る 統計調査研究も 多く みら れる 。 柔道整復師が行う 業の中で、 外傷の固定によ り

衰えた特定の筋を増強訓練する こ と で日常生活への早期復帰や再発防止を目的と し た筋力増強訓練を行

なう こ と は少なく ない。 そこ で、 エコー画像によ り 筋力筋増訓練の成果を様々なエコ ー画像測定法によ

り 評価し た。 今回、 足関節捻挫における 足関節の内転角度に影響を及ぼすと さ れる 長腓骨筋の筋力増強

訓練成果を①筋厚、 ②筋断面積、 ③筋羽状角に着目してどの様に変化するかを試みたので報告する。
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◆ 3． 変革時代から見えるジェ ンダー・ 医療・ 法律の諸問題について

国士館大学大学院研究科長　 森田　 悦史

【 key words】生殖補助医療、 人権、 ジェンダー、 婚姻、 出自の知る権利

【 Abstract】
【 目的】今回の報告では、 国際社会の変革から 見えてく る医療（ 生殖補助医療、 AID、 AIH など）、 法律（ 出

産・ 出自を知る権利、 人権・ 婚外子・ ・ ）などの問題を、 法的な視点に絞って内容を明ら かにしたい。【 本

論】少子高齢化の問題は、 今日国家と し て避けては通れない重要な課題である 。 2016 年以降人口は急速に

減少し 、 22 年度の出生数は 80 万人、 今日一人の人が生む合計特殊出生率は 1.26％である。 50 年先の日

本の人口は 7 千万になると の予測も ある 。 一方、 令和 3 年の高齢化率は、 28.9％で 3 人に 1 人が高齢者で

ある。 特に、 少子化の背景は、 国内の若い世代の経済状況や雇用環境の悪化、 婚姻率の低下、 国家の政

策的支援など多く の要因が考えら れるが、 国際的にはジエンダー問題、 SDGS、 移民受け入れの問題など、

国民の意識改革も 求めら れる 。 一方、 高齢者の増加は日本の経済成長、 平均寿命の延び、 医学の進展な

どが考えら れる。 世界は今ネッ ト 社会と なり 、 多く の情報がいち早く 手に入れる こ と ができる ボーダレ

スの時代と なったのである。 国際的にみても 賃金を含めた世界的な雇用の流動化、 スキルアッ プの上昇、

国内外の結婚や出産と いった家族のあり 方の変化など、 若い世代と 年配者と の間にジエンダーギャ ッ プ

も 生じ ており 、 こ れまでの価値観では理解でき ない、 ラ イ フスタ イ ルの多様化も 進み、 新し い時代に突

入し ている。【 結論】今日、 若い世代が生き やすい社会と は何か、 結婚、 出産、 育児を含めた将来設計の

あり 方はどう あるのか、さ ら には、国家的視点から 社会保障制度や子育て支援制度、雇用政策などワーク・

ラ イ フ・ バラ ンスの向上を図る 対策など、 国家・ 社会・ 地域全体で子ども を育てていく と いう 共通の理

解を醸成するこ と が問われている。
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